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実証実験の実施目的

今年度のゴールイメージ

✓ 生産者や納入市場にも対象範囲を広げて
将来にわたって秋田県の青果物流が持続可能な状態に保てる問題解決を目的とする

首都圏へ

■今年度の狙い
•次年度以降と同様の体制で【通年化実施】の最終確認をおこなう

首都圏市場向け青果物輸送に係る実証実験について

-
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•幹線便ドライバーの平均労働時間は13時間07分となり、
実証実験前と比べて平均2時間11分削減することができた（△14.3%）

実証実験時の
創出成果

•実証実験前よりも約5%低いコストでの運用が可能

課題解決時の
将来想定効果

ドライバーの
労働時間削減

ICT導入による
現場作業の見える化

•トラック待ち時間の活用、生産性意識の向上、FAX送信工数の削減など、
現場における改善効果に寄与

コスト削減

ドライバー
付加価値の向上

•総労働時間は、1週間で199.7時間（22.9%）の削減が見込める
•幹線便ドライバーが生み出す付加価値（ドライバー1時間当たりの売上）は、実証
実験前と比較し約1.3倍に増加

【実証実験の成果・想定効果】

Copyright Hacobu,Inc.

令和３年度 実証実験概要

【実証内容】
①集荷と幹線の分離による

ドライバーの労働時間削減
②集荷ルートの見直し
③ICTによる物流情報の可視化
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令和４年度 実証実験概要（取り組み内容）

令和４年度では、生産者、他県、首都圏市場も新たに巻き込み、課題解決に向けた取組・検証を行った
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令和４年度 実証実験概要（イメージ）
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令和４年度 実証実験概要（実施結果）

秋田県の青果物輸送が持続可能な状態を保つために、トラックドライバーの働き方改革に向けた実証事業を実施した。得られた課題か
ら、ドライバーの拘束時間削減と待遇改善につながる施策案を定義し効果試算を行った。それらを踏まえ、2024年以降も安定した青果
物輸送を実現していくためのスケジュールを提言した。
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令和５年度 実証実験概要（取り組み内容）
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令和５年度 実証実験概要（イメージ）
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令和５年度 実証実験概要（スケジュール）
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令和５年度 実証実験概要（体制）
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